
brightness-輝き-

五円玉

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ｂ
ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
－
輝
き
－

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
９
３
５
Ｕ

【
作
者
名
】

　
五
円
玉

【
あ
ら
す
じ
】

　
夏
の
短
編
祭
り
「
サ
マ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
２
０
１
１
」
第
１
弾
！
！
　
稀
に
み

る
超
能
力
に
目
覚
め
た
若
者
達
が
通
う
学
校
滝
朽
学
園
。
そ
こ
で
超
能
力
ラ
ン

ク
Ｓ
Ｓ
Ｓ
と
、
能
力
者
達
の
頂
点
に
君
臨
す
る
棟
方
暁
也
は
、
そ
の
能
力
ゆ
え

に
闇
の
道
へ
と
染
ま
っ
て
ゆ
く
…
…
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（
前
書
き
）

夏
の
短
編
祭
り
「
サ
マ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
２
０
１
１
」
第
１
弾
！
！

こ
ん
に
ち
は
、
作
者
の
五
円
玉
と
い
う
者
で
す
。

こ
の
夏
の
短
編
祭
り
第
１
弾
は
、
ち
ょ
っ
と
シ
リ
ア
ス
な
ダ
ー
ク
学
園
ス
ト
ー

リ
ー
を
お
送
り
し
ま
す
！

異
質
な
力
、
超
能
力
を
巡
る
ダ
ー
ク
バ
ト
ル
！
！

「
ｂ
ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
－
輝
き
－
」

ス
タ
ー
ト
で
す
！
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超
能
力
―
―
―
そ
れ
は
、
稀
に
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
、
異
形
の

力
。

あ
る
者
は
物
体
の
質
量
を
操
り
、
あ
る
者
は
人
の
過
去
を
透
視
す
る
。

あ
る
者
は
雷
を
操
り
、
あ
る
者
は
そ
の
言
霊
よ
り
結
界
を
操
る
。

人
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
力
を
持
ち
、
そ
れ
を
操
る
者
。

そ
れ
を
―
―
―
超
能
力
者
と
呼
ぶ
。

サ
イ
コ
キ
ッ
カ
ー

時
は
平
成
。

場
所
は
関
東
の
地
方
に
あ
る
、
と
あ
る
山
中
。

人
里
離
れ
た
そ
こ
に
建
て
ら
れ
て
い
る
、
１
つ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
建
物
。
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こ
こ
か
ら
、
１
人
の
少
年
の
話
が
始
ま
る
。

「
お
い
コ
ラ
棟
方
、
お
前
人
の
彼
女
に
手
ぇ
出
し
た
ら
し
い
な
コ
ラ
っ
！
」

「
…
…
…
…
」

滝
朽
学
園

体
育
館
の
裏

「
お
前
、
こ
の
暗
夜
様
の
女
っ
て
知
っ
て
て
の
行
為
か
？
」

「
…
…
…
…
」

俺
の
名
前
は
棟
方
暁
也
。

１
８
歳
、
高
３
。

「
て
め
ぇ
っ
、
黙
っ
て
な
い
で
何
と
か
言
え
や
ゴ
ラ
ァ
ッ
！
」

「
…
…
…
…
」

俺
の
目
の
前
に
い
る
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
デ
ブ
。

名
前
は
暗
夜
 

祐
。



5

同
じ
く
高
３
。

「
び
び
っ
て
ん
の
か
コ
ラ
？
　
…
…
ふ
ざ
け
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
ぞ
っ
！
」

今
、
俺
は
何
か
し
ら
の
誤
解
を
受
け
、
こ
の
暗
夜
に
体
育
館
裏
へ
と
呼
び
出
さ

れ
て
い
た
。

…
…
…
…
。

そ
し
て
、
怒
り
に
身
を
任
せ
、
今
に
も
攻
撃
形
態
を
と
っ
て
い
る
暗
夜
。

「
と
に
か
く
い
っ
ぺ
ん
死
ね
や
棟
方
ァ
ァ
ァ
ッ
！
」

暗
夜
は
そ
の
拳
を
構
え
、
一
気
に
跳
躍
し
、
俺
に
殴
り
か
か
っ
て
き
た
。

…
…
能
力
確
認
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
暗
夜
 

祐
。

能
力
―
―
―
身
体
強
化
、
細
胞
活
性
、
腕
力
強
化
。

そ
の
能
力
ラ
ン
ク
は
…
…
Ｃ
＋

「
…
…
何
か
勘
違
い
し
て
な
い
か
、
暗
夜
」

次
の
瞬
間
。

「
…
…
な
っ
！
？
」

暗
夜
の
拳
は
、
空
中
で
ピ
タ
リ
と
停
止
。

ま
る
で
、
時
間
が
止
ま
っ
た
か
の
如
く
。

「
や
っ
ぱ
り
勘
違
い
し
て
る
よ
暗
夜
。
俺
が
…
…
」
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俺
は
拳
ご
と
停
止
し
て
い
る
暗
夜
の
背
後
へ
と
回
る
。

「
な
っ
…
…
か
、
体
が
っ
…
…
動
か
ね
ぇ
！
」

焦
る
暗
夜
。

そ
し
て
…
…

「
俺
が
お
前
の
き
た
ね
ぇ
ク
ズ
女
な
ん
か
に
、
手
ぇ
出
す
訳
ね
ぇ
だ
ろ
、
ば
ー

か
」

「
ぐ
は
っ
…
…
」

暗
夜
は
突
然
、
そ
の
場
へ
と
倒
れ
た
。

滝
朽
学
園
高
等
科
三
年

棟
方
 

暁
也

能
力
―
―
―
大
気
調
整

ラ
ン
ク
―
―
―
Ｓ
Ｓ
Ｓ

ト
リ
プ
ル
エ
ス
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「
あ
っ
き
ー
サ
ン
キ
ュ
ー
！
　
あ
の
闇
夜
っ
て
ヤ
ツ
、
超
つ
き
ま
と
っ
て
き
て

ウ
ザ
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
！
」

翌
日
、
昼
、
学
園
内
の
食
堂
。

俺
は
そ
こ
で
飯
を
食
い
な
が
ら
、
あ
る
女
と
会
話
し
て
い
た
。

「
そ
れ
に
さ
ぁ
、
ア
イ
ツ
っ
た
ら
や
た
ら
金
持
っ
て
て
さ
、
な
ん
か
怪
し
い
っ

つ
ー
か
？
」

彼
女
は
昼
飯
の
ラ
ー
メ
ン
を
す
す
り
な
が
ら
も
喋
り
続
け
る
。

「
そ
し
て
挙
げ
句
の
果
て
に
は
ホ
テ
ル
行
か
な
い
？
　
…
…
と
か
。
や
っ
ぱ
り

ア
イ
ツ
は
ア
タ
シ
の
体
目
当
て
だ
っ
た
の
よ
き
っ
と
！
」

「
…
…
知
る
か
」

俺
は
と
に
か
く
無
心
で
昼
飯
の
麻
婆
豆
腐
を
片
付
け
た
。
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こ
こ
、
滝
朽
学
園
は
超
能
力
者
達
が
通
う
学
校
だ
。

小
中
高
一
貫
。

超
能
力
な
と
お
伽
噺
状
態
の
現
代
の
世
の
中
で
、
自
ら
の
能
力
と
う
ま
く
付
き

合
っ
て
い
く
事
が
、
超
能
力
者
達
の
生
き
る
道
。

こ
の
学
園
で
は
一
般
教
科
の
他
に
も
超
能
力
の
制
御
や
、
超
能
力
者
と
い
う
事

で
い
つ
ど
こ
で
裏
の
組
織
か
ら
狙
わ
れ
て
も
い
い
よ
う
、
護
身
術
な
ん
か
も
習

う
。

決
し
て
公
に
は
な
ら
な
い
超
能
力
者
。

国
が
ま
だ
超
能
力
の
存
在
す
ら
も
知
ら
ず
、
普
通
の
学
園
と
認
知
し
て
い
る
滝

朽
学
園
。

俺
は
こ
こ
の
高
校
三
年
生
だ
。
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「
で
さ
、
あ
っ
き
ー
麻
婆
豆
腐
な
ん
か
食
べ
て
る
け
ど
、
お
金
あ
る
の
？
」

視
点
は
再
び
食
堂
。

付
き
合
っ
て
も
な
い
の
に
、
や
た
ら
不
良
の
闇
夜
に
絡
ま
れ
、
昨
日
助
け
を
求

め
て
き
た
こ
の
女
。

名
前
は
星
崎
 

蓮
華
。

俺
と
同
じ
く
高
校
三
年
、
ク
ラ
ス
も
一
緒
。

出
席
番
号
は
１
つ
違
い
。

三
年
初
日
に
星
崎
が
俺
の
前
の
席
だ
っ
た
っ
て
だ
け
で
、
成
り
行
き
で
知
り
合

っ
た
。

で
、
俺
の
事
を
あ
っ
き
ー
な
ど
と
言
う
あ
だ
名
で
呼
ん
で
く
る
、
か
な
り
迷
惑

野
郎
。

「
お
前
に
金
の
心
配
さ
れ
る
ほ
ど
、
俺
は
金
欠
で
は
な
い
」

「
ウ
ソ
つ
け
！
　
先
月
の
終
わ
り
な
ん
か
三
食
食
パ
ン
の
耳
だ
っ
た
じ
ゃ
ん
！
」
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「
…
…
…
…
」

と
に
か
く
、
俺
は
超
能
力
が
使
え
る
高
校
生
な
の
だ
。

滝
朽
学
園
の
超
能
力
者
達
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
超
能
力
に
ラ
ン
ク
が
つ
い
て
い
る
。

ラ
ン
ク
は
Ｅ
、
Ｄ
、
Ｃ
、
Ｃ
＋
、
Ｂ
、
Ｂ
＋
、
Ａ
、
Ａ
＋
、
Ｓ
、
Ｓ
Ｓ
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ

の
１
１
段
階
。

例
え
ば
発
火
能
力
の
能
力
を
持
っ
て
い
る
ヤ
ツ
が
い
る
と
す
る
。

パ
イ
ロ
キ
ネ
シ
ス

発
火
能
力
者
で
ラ
ン
ク
Ｅ
の
ヤ
ツ
は
、
出
せ
て
も
せ
い
ぜ
い
火
の
粉
程
度
が
限

界
。

し
か
し
、
生
ま
れ
つ
き
能
力
値
が
高
い
ヤ
ツ
な
ん
か
も
い
て
、
ラ
ン
ク
Ｓ
Ｓ
の
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発
火
能
力
者
な
ん
か
は
軽
く
火
災
旋
風
な
ん
か
も
起
こ
せ
る
。

つ
ま
り
、
生
ま
れ
つ
き
の
才
能
、
能
力
値
で
ラ
ン
ク
は
決
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

俺
の
能
力
は
大
気
調
整
。

空
気
を
自
由
に
操
る
事
が
で
き
る
能
力
だ
。

そ
の
中
で
も
俺
は
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ク
の
大
気
調
整
者
。

空
気
中
の
水
分
や
酸
素
、
二
酸
化
炭
素
の
量
の
調
整
も
で
き
、
真
空
す
ら
も
操

れ
る
。

昨
日
闇
夜
を
倒
し
た
の
も
、
空
気
の
抵
抗
を
操
り
闇
夜
の
動
き
を
止
め
、
ヤ
ツ

の
口
元
の
空
気
か
ら
酸
素
を
奪
い
、
酸
欠
状
態
に
追
い
込
み
倒
し
た
。

こ
の
学
園
で
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ク
の
超
能
力
者
は
能
力
を
問
わ
ず
し
て
僅
か
五
人
。

世
界
唯
一
の
超
能
力
学
園
、
滝
朽
学
園
で
は
世
界
各
国
か
ら
超
能
力
者
達
が
集

ま
り
、
全
校
生
徒
数
は
千
人
を
越
え
る
。

ま
ぁ
、
何
十
億
人
と
い
る
地
球
の
人
類
の
中
で
、
僅
か
千
人
程
し
か
い
な
い
超

能
力
者
っ
て
だ
け
で
も
激
レ
ア
な
の
だ
が
。
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俺
は
そ
の
五
人
の
内
の
一
人
。

「
…
…
…
…
」

午
前
は
一
般
教
科
、
午
後
は
超
能
力
指
導
の
学
園
生
活
、
ち
な
み
に
全
寮
制
。

俺
は
今
日
の
授
業
を
終
え
、
寮
の
自
室
へ
と
戻
っ
て
き
て
い
た
。

基
本
四
人
部
屋
の
寮
は
、
周
り
を
能
力
封
印
の
結
界
が
貼
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。

ま
だ
自
ら
の
能
力
を
制
御
し
き
れ
て
い
な
い
学
生
が
万
が
一
能
力
を
暴
発
さ
せ

て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
だ
け
で
社
会
問
題
へ
と
発
展
す
る
か
ら
だ
。

そ
し
て
、
能
力
値
が
極
め
て
高
い
Ｓ
Ｓ
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ク
の
者
は
能
力
封
印
の

結
界
が
よ
り
強
度
な
別
館
の
寮
で
個
室
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

能
力
ラ
ン
ク
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
俺
は
別
館
の
寮
、
も
ち
ろ
ん
個
室
。
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俺
は
そ
の
個
室
、
備
え
付
け
の
ベ
ッ
ド
の
上
に
寝
転
が
り
、
財
布
を
開
い
て
い

た
。

「
…
…
…
…
」

財
布
の
中
に
は
小
銭
が
ち
ょ
っ
と
。

…
…
金
欠
。

「
は
ぁ
…
…
」

こ
の
学
園
の
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
は
両
親
か
ら
の
仕
送
り
で
暮
ら
し
て
い
る
。

そ
し
て
俺
に
は
そ
の
両
親
が
い
な
い
。

つ
ま
り
、
そ
れ
こ
そ
収
入
源
は
ア
ル
バ
イ
ト
く
ら
い
し
か
な
い
。

こ
の
学
園
は
全
寮
制
で
ア
ル
バ
イ
ト
禁
止
だ
が
、
俺
の
よ
う
な
、
孤
児
入
学
者

み
た
い
な
収
入
源
ナ
シ
の
生
徒
の
み
、
ア
ル
バ
イ
ト
は
許
可
さ
れ
て
い
た
。

「
…
…
…
…
」

今
日
は
こ
の
後
バ
イ
ト
だ
。

「
…
…
め
ん
ど
く
せ
」
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「
お
や
？
　
そ
こ
に
お
る
ん
は
棟
方
ク
ン
？
」

学
園
の
外
、
運
搬
倉
庫
で
の
荷
物
の
積
み
降
ろ
し
の
バ
イ
ト
を
し
て
き
た
俺
。

時
刻
は
夜
９
時
。

辺
り
は
既
に
真
っ
暗
。

そ
し
て
、
学
園
の
校
門
ま
で
帰
っ
て
き
た
時
、
そ
こ
に
１
人
の
男
性
外
国
人
の

姿
が
あ
っ
た
。

「
…
…
や
っ
ぱ
り
、
棟
方
ク
ン
や
ん
。
何
？
　
バ
イ
ト
帰
り
？
」

「
…
…
氷
王
か
」

エ
デ
ィ
・
タ
ニ
ー
ア
ス
。
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そ
れ
が
こ
い
つ
の
名
前
。

ア
メ
リ
カ
出
身
、
日
本
関
西
育
ち
。

あ
だ
名
は
氷
王
。

俺
と
同
じ
、
高
校
三
年
生
。

「
う
わ
～
、
こ
ん
な
遅
く
ま
で
ご
苦
労
さ
ん
や
」

「
…
…
…
…
」

校
門
の
柵
に
寄
り
か
か
り
、
笑
顔
を
見
せ
る
氷
王
。

そ
の
笑
顔
は
月
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
、
怪
し
い
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。

俺
は
氷
王
を
無
視
し
、
寮
の
自
室
へ
と
向
か
う
。

「
…
…
つ
れ
な
い
ヤ
ツ
や
な
ぁ
」

ア
ハ
ハ
と
か
ら
笑
い
し
、
頭
を
か
く
氷
王
。

「
…
…
な
ぁ
、
棟
方
ク
ン
」

「
…
…
…
…
」

無
視
。

と
に
か
く
寮
へ
。
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「
…
…
今
日
は
月
が
綺
麗
や
な
」

「
…
…
…
…
」

と
に
か
く
歩
く
。

歩
く
。

「
知
っ
と
る
？
　
今
日
は
満
月
の
日
な
ん
よ
？
」

「
…
…
…
…
」

あ
と
少
し
で
寮
の
入
り
口
だ
。

電
気
の
明
か
り
が
見
え
る
。

「
月
明
か
り
は
綺
麗
や
。
い
や
本
当
に
綺
麗
や
な
ぁ
」

「
…
…
…
…
」

徐
々
に
氷
王
の
声
が
遠
の
い
て
い
く
。

目
の
前
に
は
、
寮
の
入
り
口
。

「
…
…
ボ
ク
、
つ
く
づ
く
思
う
ね
ん
」

そ
の
時
、
氷
王
が
ゆ
っ
く
り
と
動
き
出
し
た
。

「
こ
ん
な
綺
麗
な
月
明
か
り
に
は
、
飴
色
の
真
っ
赤
な
血
雨
が
よ
く
似
合
う
ね

ん
」
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次
の
瞬
間
だ
っ
た
。

「
…
…
ッ
！
」

俺
の
目
の
前
が
、
凍
り
だ
し
た
。

目
の
前
の
空
気
が
、
凍
り
だ
し
た
の
だ
。

「
…
…
く
そ
ッ
」

俺
は
咄
嗟
に
身
を
翻
し
、
そ
の
氷
を
避
け
る
。

「
…
…
相
変
わ
ら
ず
の
反
応
速
度
。
本
当
に
速
い
な
あ
」

俺
の
後
ろ
で
微
笑
む
氷
王
。

「
…
…
本
当
に
、
速
い
速
い
ッ
！
！
」

そ
し
て
、
次
の
一
瞬
で

カ
キ
ン
ッ
！
！
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「
っ
…
…
氷
王
ッ
」

辺
り
一
面
、
ま
る
で
真
冬
の
北
国
の
よ
う
な
凍
り
づ
け
の
世
界
が
広
が
っ
た
。

「
…
…
棟
方
ク
ン
。
キ
ミ
の
血
は
こ
の
月
明
か
り
に
似
合
う
飴
色
か
い
な
？
」

凍
っ
た
地
面
の
上
。

ゆ
っ
く
り
と
俺
の
方
へ
歩
み
よ
っ
て
く
る
氷
王
。

そ
の
微
笑
み
は
、
冷
た
い
。

エ
デ
ィ
・
タ
ニ
ー
ア
ス

能
力
、
氷
天
操
作

ラ
ン
ク
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ

「
…
…
氷
王
。
お
前
、
気
で
も
狂
っ
た
か
？
」

寮
の
入
り
口
が
氷
で
封
鎖
さ
れ
た
。

寮
自
体
に
は
結
界
が
貼
っ
て
あ
る
の
で
凍
っ
て
は
い
な
い
が
。

「
…
…
え
え
や
ん
か
。
ボ
ク
、
ま
だ
ラ
ン
ク
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
ヤ
ツ
と
戦
っ
た
事
、
な
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く
て
な
ぁ
」

「
…
…
単
純
だ
な
」

ラ
ン
ク
Ｓ
Ｓ
Ｓ

俺
は
よ
く
喧
嘩
を
ふ
っ
か
け
ら
れ
る
。

大
抵
の
ヤ
ツ
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
珍
し
さ
目
当
て
。

ほ
と
ん
ど
の
ヤ
ツ
は
返
り
討
ち
行
き
だ
が
。

「
…
…
ハ
ッ
、
そ
う
い
や
俺
も
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ク
の
ヤ
ツ
か
ら
喧
嘩
ふ
っ
か
け

ら
れ
た
の
、
こ
れ
が
初
め
て
だ
」

氷
王
、
炎
帝
、
時
巫
女
、
剛
皇
。

誰
で
も
い
い
。

確
か
に
俺
も
、
ラ
ン
ク
Ｓ
Ｓ
Ｓ
と
一
回
は
戦
っ
て
み
た
か
っ
た
。

「
氷
王
、
エ
デ
ィ
・
タ
ニ
ー
ア
ス
ッ
！
　
死
ん
で
も
知
ら
ね
ぇ
か
ら
な
」

俺
は
手
元
の
空
気
を
圧
縮
し
、
真
空
を
作
り
だ
す
。

「
天
暁
、
棟
方
暁
也
。
そ
れ
は
こ
っ
ち
の
セ
リ
フ
や
」

辺
り
の
空
気
が
冷
た
さ
を
増
す
。

空
気
中
の
水
気
す
ら
も
凍
り
出
す
勢
い
。
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「
…
…
後
悔
し
て
も
遅
ぇ
か
ら
な
ッ
！
」

真
空
を
使
い
、
空
気
を
切
り
裂
き
、
宙
へ
放
つ
。

―
―
―
鎌
鼬
。

「
…
…
な
め
た
ら
ア
カ
ン
で
、
棟
方
ク
ン
」

空
気
中
の
水
分
を
凍
ら
し
、
氷
柱
を
作
り
、
放
つ
。

こ
の
学
園
は
荒
れ
て
い
る
。

秩
序
が
な
い
。

そ
れ
が
、
超
能
力
者
達
が
通
う
こ
の
学
園
だ
。
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同
時
刻
、
学
園
寮
管
理
室

「
ふ
ぁ
～
…
…
も
う
９
時
か
…
…
」

白
い
壁
紙
に
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
床
。

六
畳
の
管
理
室
に
は
、
結
界
装
置
や
入
寮
者
の
リ
ス
ト
な
ど
が
置
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
管
理
室
に
は
学
園
教
師
兼
寮
管
理
者
の
大
山
 

幸
政
の
姿
が
あ

っ
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
廊
下
の
消
灯
す
る
か
な
」

こ
の
学
園
の
寮
に
は
ル
ー
ル
が
あ
る
。

寮
の
廊
下
の
電
気
は
早
め
に
消
灯
し
、
節
電
し
ま
し
ょ
う
。

「
え
ー
っ
と
、
ス
イ
ッ
チ
ス
イ
ッ
チ
…
…
」

眠
た
そ
う
に
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
、
壁
に
つ
い
て
る
ス
イ
ッ
チ
へ
向
か
う
大

山
。

彼
も
ま
た
、
超
能
力
者
。

こ
の
学
園
の
教
師
の
ほ
と
ん
ど
は
超
能
力
者
で
あ
り
、
日
々
生
徒
の
超
能
力
制
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御
の
指
導
を
し
て
い
る
。

大
山
は
ま
だ
若
い
。

一
般
科
目
で
は
体
育
を
教
え
、
超
能
力
で
は
制
御
の
た
め
の
脳
内
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
勉
強
を
教
え
い
た
。

「
っ
た
く
、
そ
も
そ
も
９
時
消
灯
な
ん
て
早
く
ね
？
」

な
ど
と
ぼ
や
き
つ
つ
、
ス
イ
ッ
チ
へ
手
を
伸
ば
し
た

そ
の
時
…
…

「
先
生
、
悪
い
け
ど
存
在
し
な
い
で
下
さ
い
」

「
…
…
へ
？
」

次
の
瞬
間
、
管
理
室
内
か
ら
火
の
手
が
上
が
り
、
一
瞬
で
炭
と
化
し
た
。

そ
う
、
一
瞬
…
…

「
…
…
こ
れ
で
寮
を
守
る
結
界
は
解
か
れ
た
。
さ
て
、
次
は
」



23

炭
と
化
し
た
管
理
室
の
前

そ
こ
に
は
、
赤
色
の
髪
を
し
た
、
ひ
弱
そ
う
な
少
年
が
一
人
立
っ
て
い
た
。

寮
の
中
に
は
、
学
園
に
通
う
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
入
っ
て
い
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｓ
、
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ク
を
除
く
、
約
８
５
０
人
。

寮
に
は
棟
が
二
つ
あ
り
、
一
階
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

東
が
男
子
、
西
が
女
子
の
寮
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
二
つ
の
棟
を
繋
ぐ
一
階
の
通
路
の
中
央
に
は
、
炭
と
化
し
た
管

理
室
。
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こ
の
時
間
帯
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
自
室
で
の
ん
び
り
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時

間
を
過
ご
し
て
い
た
。

あ
る
者
は
同
室
者
と
談
話
、
あ
る
者
は
ベ
ッ
ド
に
寝
転
が
り
読
書
、
あ
る
者
は

遅
め
の
夕
食
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
。

「
…
…
止
時
灰
滅
の
叫
び
を
賜
り
て
、
万
事
物
の
狭
間
の
流
れ
を
止
め
ん
と
す
」

午
後
９
時
３
１
分
５
２
秒
９
３

そ
の
瞬
間
、
学
園
内
の
時
が
止
ま
っ
た
。

全
て
が
静
止
し
た
の
だ
。

宙
を
飛
ぶ
虫
が
止
ま
り

箸
で
ご
飯
を
口
に
入
れ
た
ま
ま
少
年
は
止
ま
り
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テ
レ
ビ
の
画
面
は
フ
リ
ー
ズ
し

蛇
口
か
ら
流
れ
る
水
も
、
宙
で
止
ま
っ
て
い
る
。

全
て
の
時
が
止
ま
っ
た
。

五
人
の
人
間
を
除
い
て
。

「
…
…
氷
王
が
天
暁
を
足
止
め
し
、
炎
帝
が
結
界
を
壊
し
、
時
巫
女
が
学
園
の

時
を
止
め
る
。
そ
し
て
」

彼
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
っ
た
。

「
こ
の
俺
剛
皇
が
全
て
を
破
壊
す
る
ッ
！
！
」
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彼
は
寮
の
東
棟
の
屋
上
に
立
っ
て
い
た
。

肌
の
色
は
黒

が
た
い
の
よ
い
体

短
い
黒
髪

見
た
だ
け
で
分
か
る
、
ア
フ
リ
カ
系
の
男
子
だ
。

そ
し
て
彼
は
そ
の
右
拳
を
ゆ
っ
く
り
と
構
え
る
。

彼
が
立
っ
て
い
る
真
下
の
寮
の
屋
上
、
つ
ま
り
は
天
井
に
向
か
っ
て
。

「
ハ
ッ
、
終
い
だ
ッ
！
！
」

次
の
瞬
間
。

彼
は
拳
を
床
に
向
け
て
放
っ
た
。

し
か
し
、
屋
上
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
ビ
ク
リ
と
も
し
て
い
な
い
。

「
…
…
さ
て
と
」

次
に
彼
は
西
棟
へ
と
飛
び
う
つ
る
。
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そ
し
て
ま
た
、
床
に
向
か
っ
て
拳
を
一
発
放
っ
た
。

相
変
わ
ら
ず
異
常
は
な
い
。

「
ふ
ぅ
～
…
…
よ
ぉ
し
、
出
来
た
ぜ
」

彼
は
そ
の
場
で
一
息
つ
き
、
屋
上
か
ら
一
気
に
飛
び
降
り
た
。

着
地
場
所
は
寮
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
。

西
東
共
に
五
階
建
て
の
寮
。

そ
の
屋
上
か
ら
彼
は
飛
び
降
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
ロ
ー
タ
リ
ー
へ
見
事
着
地
。

そ
こ
に
は
先
客
が
二
人
。

「
よ
ぉ
炎
帝
、
時
巫
女
。
こ
っ
ち
は
う
ま
く
い
っ
た
ぜ
！
！
」

彼
―
―
―
名
前
は
ド
ゥ
・
ピ
ク
ラ
。

出
身
は
ア
フ
リ
カ
。

１
８
歳
、
高
校
三
年
生
。

能
力
―
―
―
全
身
強
化
、
超
人
化

ラ
ン
ク
―
―
―
Ｓ
Ｓ
Ｓ

通
り
名
は
剛
皇
。
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「
こ
っ
ち
も
結
界
は
壊
し
た
。
あ
と
は
キ
ミ
達
次
第
な
ん
だ
よ
」

ひ
弱
な
少
年
―
―
―
名
前
は
朴
 

李
煌
。

出
身
は
韓
国
。

１
４
歳
、
中
学
二
年
。

能
力
―
―
―
発
火
能
力
、
温
度
操
作
、
炎
化

ラ
ン
ク
―
―
―
Ｓ
Ｓ
Ｓ

通
り
名
は
炎
帝

「
…
…
そ
ろ
そ
ろ
、
時
間
動
か
す
よ
」

も
う
一
人
の
先
客
―
―
―
名
前
は
リ
タ
ー
シ
ャ
・
フ
レ
イ
ア
。

出
身
は
イ
タ
リ
ア
。

１
６
歳
、
高
校
一
年
生
。

能
力
―
―
―
空
間
操
作
、
時
間
操
作
、
瞬
間
移
動

ラ
ン
ク
―
―
―
Ｓ
Ｓ
Ｓ

通
り
名
は
時
巫
女



29

「
…
…
よ
し
時
巫
女
、
時
間
を
動
か
せ
！
」

剛
皇
―
―
―
ド
ゥ
の
言
葉
を
聞
き
、
時
巫
女
―
―
―
リ
タ
ー
シ
ャ
は
目
を
つ
む

り
、
神
経
を
集
中
さ
せ
る
。

「
…
…
流
れ
よ
、
再
び
こ
の
狭
間
に
動
け
」

次
の
瞬
間

ド
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ッ
！
！
！

一
気
に
五
階
建
て
の
寮
、
西
棟
東
棟
が
同
時
に
崩
れ
さ
っ
た
。

そ
し
て
…
…
…
…
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瓦
礫
の
崩
れ
る
音
に
混
じ
っ
て
、
若
き
命
の
断
末
魔
が
辺
り
に
こ
だ
ま
し
た
。

そ
の
声
は
、
崩
れ
さ
る
瓦
礫
の
音
を
凌
駕
す
る
程
の
も
の
だ
っ
た
…
…

血
で
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
瓦
礫

何
百
も
の
若
き
死
体

そ
し
て
、
偶
然
に
も
一
命
を
と
り
と
め
た
生
者
。

「
い
つ
つ
…
…
な
、
何
が
起
き
た
ん
だ
…
…
」

そ
の
数
、
お
よ
そ
百
。
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「
…
…
ほ
ぅ
、
ま
だ
意
外
と
生
き
て
い
る
ヤ
ツ
が
多
い
な
」

崩
れ
た
瓦
礫
か
ら
五
十
メ
ー
ト
ル
程
離
れ
た
場
所
。

そ
こ
に
、
あ
の
三
人
は
い
た
。

「
…
…
よ
し
炎
帝
、
あ
の
瓦
礫
ご
と
生
き
て
る
人
間
を
全
て
燃
や
し
つ
く
せ
」

ド
ゥ
は
笑
っ
て
い
た
。

「
…
…
分
か
っ
た
よ
」

そ
し
て
ド
ゥ
の
言
葉
に
、
李
煌
は
頷
い
た
。

滝
朽
学
園
一
般
寮
入
寮
者
全
８
５
３
人
。

全
員
死
亡
。
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こ
の
世
か
ら
、
大
量
の
超
能
力
者
が
消
え
た
。

「
な
っ
…
…
こ
、
こ
れ
は
…
…
」

俺
は
驚
く
ほ
か
な
か
っ
た
。

さ
っ
き
ま
で
氷
王
に
喧
嘩
を
ふ
っ
か
け
ら
れ
、
途
中
一
般
寮
か
ら
物
凄
い
音
が

聞
こ
え
、
こ
う
し
て
氷
王
の
隙
を
つ
き
逃
げ
て
き
た
の
だ
が
。

「
…
…
…
…
」

そ
こ
に
は
、
赤
い
瓦
礫
と
大
量
の
死
体
が
…
…

「
な
ん
な
ん
だ
…
…
」

ざ
っ
と
８
０
０
人
は
死
ん
で
い
る
。
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そ
れ
も
、
ほ
と
ん
ど
が
血
を
流
し
、
真
っ
黒
に
焦
げ
て
。

も
う
、
人
間
の
原
型
を
と
ど
め
て
い
な
い
モ
ノ
も
多
い
…
…

「
…
…
…
…
」

も
う
、
突
然
過
ぎ
て
言
葉
す
ら
出
な
い
。

そ
の
時
…
…

ド
オ
オ
オ
オ
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ッ
！
！

「
…
…
ッ
！
！
」

今
度
は
Ｓ
Ｓ
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ク
者
の
寮
の
方
か
ら
、
物
凄
い
轟
音
が
聞
こ
え
た
。

何
か
建
物
が
崩
れ
る
よ
う
な
、
凄
ま
じ
い
音
。

「
…
…
ま
さ
か
」

俺
の
脳
裏
に
は
、
目
の
前
の
事
態
が
再
び
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、

最
悪
の
事
態
だ
け
が
よ
ぎ
っ
た
。

そ
し
て
…
…
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「
…
…
す
ご
い
や
ろ
、
こ
れ
」

俺
の
後
ろ
に
、
氷
王
の
気
配
を
感
じ
る
。

冷
た
い
空
気
だ
。

「
こ
れ
、
キ
ミ
以
外
の
ラ
ン
ク
Ｓ
Ｓ
Ｓ
達
が
グ
ル
に
な
っ
て
や
っ
た
ん
よ
？
」

俺
に
は
氷
王
の
顔
は
見
れ
て
い
な
い
。

俺
の
視
線
は
瓦
礫
と
死
体
に
向
い
て
い
る
か
ら
だ
。

「
…
…
と
り
あ
え
ず
、
ラ
ン
ク
Ｓ
Ｓ
Ｓ
以
外
の
超
能
力
者
は
全
て
…
…
殺
す
ん

や
て
」

「
…
…
な
ん
の
た
め
に
」

俺
は
い
つ
の
間
に
か
聞
き
返
し
て
い
た
。

「
…
…
世
の
中
の
秩
序
を
壊
す
た
め
や
」

氷
王
は
即
答
だ
っ
た
。

「
…
…
超
能
力
者
、
そ
れ
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
表
に
知
ら
れ
て
い
な
い

存
在
」

氷
王
は
語
り
出
し
た
。

「
現
代
の
世
の
中
、
超
能
力
は
タ
ブ
ー
。
ち
ょ
っ
と
町
で
能
力
使
え
ば
そ
れ
だ
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け
で
社
会
現
象
に
ま
で
発
展
す
る
ほ
ど
や
」

そ
の
口
調
は
ま
る
で
、
頭
の
悪
い
教
え
子
に
勉
強
を
教
え
て
い
る
教
師
の
よ
う
。

「
…
…
超
能
力
者
は
そ
れ
ゆ
え
、
耐
え
て
き
た
。
超
能
力
て
い
う
タ
ブ
ー
か
つ

異
質
な
存
在
を
持
ち
つ
つ
も
、
社
会
の
常
識
を
守
る
た
め
、
耐
え
て
き
た
ん
や
」

辺
り
に
血
の
臭
い
が
散
漫
す
る
。

「
…
…
能
力
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
超
能
力
者
た
る
者
に
課
せ
ら
れ
る

そ
の
掟
に
耐
え
て
き
た
ん
や
」

氷
王
は
続
け
た
。

「
だ
か
ら
今
こ
そ
、
全
て
を
壊
そ
う
や
な
い
か
。
も
う
耐
え
る
ん
は
止
め
に
し

て
、
全
て
を
壊
そ
う
や
」

俺
は
そ
っ
と
、
右
手
の
周
り
に
真
空
の
渦
を
作
り
だ
す
。

「
全
く
超
能
力
を
認
知
し
て
い
な
い
現
代
の
世
の
中
を
、
超
能
力
で
ぶ
っ
壊
す
。

そ
し
て
乱
れ
る
社
会
、
秩
序
、
地
球
。
い
ず
れ
は
全
て
を
無
に
す
る
」

辺
り
の
気
温
が
少
し
下
が
っ
た
。

「
風
船
や
て
、
空
気
の
侵
入
に
耐
え
て
耐
え
て
膨
張
し
て
、
い
ず
れ
は
耐
え
き

れ
な
く
な
っ
て
爆
発
す
る
。
今
こ
そ
が
、
そ
の
爆
発
の
瞬
間
や
」

俺
は
拳
を
握
っ
た
。
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「
…
…
な
ぁ
棟
方
暁
也
。
一
緒
に
地
球
、
壊
さ
へ
ん
か
？
」

次
の
瞬
間
、
俺
は
駆
け
出
し
て
い
た
。

真
空
を
両
腕
に
纏
い
、
空
気
の
ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
を
つ
け
て
、
氷
王
に
殴
り
か
か

っ
た
。

し
か
し
…
…

「
お
っ
と
、
ま
ぁ
落
ち
着
け
天
暁
！
」

「
…
…
動
く
な
。
動
い
た
ら
燃
や
す
」

「
…
…
…
…
」

「
は
は
、
カ
ン
ニ
ン
な
ぁ
棟
方
ク
ン
」

一
瞬
。

一
瞬
で
俺
は
四
方
を
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ク
の
奴
ら
に
囲
ま
れ
、
身
動
き
が
取
れ
な
く

な
っ
た
。

「
…
…
く
そ
っ
」

最
悪
だ
…
…
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「
久
し
ぶ
り
だ
な
、
天
暁
」

「
ハ
ッ
、
相
変
わ
ら
ず
チ
ビ
だ
な
炎
帝
」

次
の
瞬
間
、
李
煌
は
俺
に
手
を
か
ざ
し
、
炎
を
灯
す
。

「
あ
ち
っ
！
」

服
の
裾
が
少
し
燃
え
た
。

「
…
…
何
す
ん
だ
チ
ビ
」

「
黙
れ
低
脳
」

「
ま
ぁ
ま
ぁ
、
落
ち
着
き
な
は
れ
や
お
二
人
さ
ん
」

二
人
の
喧
嘩
に
割
っ
て
入
る
氷
王
。

「
…
…
天
暁
、
お
前
も
俺
達
の
仲
間
に
な
れ
」

そ
の
時
、
剛
皇
ド
ゥ
が
俺
の
顔
面
に
拳
を
構
え
つ
つ
話
し
掛
け
て
き
た
。

「
…
…
脅
し
か
？
」

「
い
や
、
ス
カ
ウ
ト
だ
」

は
は
っ
と
笑
う
ド
ゥ
。

そ
の
笑
い
方
は
豪
快
そ
の
も
の
。
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「
…
…
も
し
嫌
だ
っ
て
言
っ
た
ら
？
」

「
そ
り
ゃ
、
お
前
と
人
質
を
殺
す
」

「
人
質
？
」

「
星
崎
蓮
華
だ
」

星
崎
蓮
華
…
…

あ
い
つ
、
人
質
に
と
ら
れ
た
の
か
？

「
俺
達
は
こ
の
耐
え
難
い
地
球
を
壊
し
、
い
ず
れ
は
無
を
作
り
、
俺
達
は
星
と

な
る
の
だ
」

「
…
…
星
？
」

「
そ
う
だ
。
無
に
よ
っ
て
荒
廃
す
る
地
球
に
輝
き
を
も
た
ら
す
星
に
な
！
」

全
く
…
…
バ
カ
か
コ
イ
ツ
？

「
抵
抗
す
る
な
や
棟
方
ク
ン
。
星
崎
サ
ン
の
た
め
に
も
、
こ
こ
は
仲
間
に
な
る

事
を
オ
ス
ス
メ
す
る
で
」

俺
は
辺
り
を
伺
う
。

周
り
に
は
ラ
ン
ク
Ｓ
Ｓ
Ｓ
が
四
人
。

他
に
頼
れ
そ
う
な
も
の
、
ナ
シ
。
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「
…
…
星
崎
の
安
否
は
？
」

「
…
…
…
…
」

俺
の
問
い
に
リ
タ
ー
シ
ャ
が
反
応
し
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
携
帯
を
取
り
出
し
た
。

そ
こ
に
は
今
日
の
日
付
が
入
っ
た
携
帯
の
写
メ
。

映
っ
て
い
る
の
は
、
笑
顔
で
ピ
ー
ス
し
て
い
る
星
崎
。

「
…
…
分
か
っ
た
」

こ
こ
で
無
意
味
に
反
抗
し
て
も
、
得
は
な
し
。

情
に
任
せ
て
動
こ
う
も
の
な
ら
、
そ
こ
に
は
死
し
か
な
い
。

「
…
…
仕
方
ね
ぇ
、
お
前
ら
の
仲
間
に
な
っ
て
や
る
よ
」

今
は
こ
れ
し
か
な
い
。

「
…
…
ほ
ほ
ぅ
、
利
口
や
な
棟
方
ク
ン
」

笑
顔
の
氷
王
。

「
黙
れ
氷
王
。
い
つ
か
は
テ
メ
ェ
を
ぶ
っ
殺
す
。
が
、
そ
れ
ま
で
は
仲
間
で
い

て
や
る
だ
け
の
話
だ
」

「
…
…
言
う
な
ぁ
」
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空
笑
い
の
氷
王
。

「
じ
ゃ
、
決
ま
り
だ
な
」

ド
ゥ
は
そ
う
い
う
と
、
拳
の
構
え
と
解
い
た
。

地
球
を
無
に
す
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
導
く
、
輝
く
星
と
な
る
。

わ
が
ま
ま
す
ぎ
る
。

が
、
こ
れ
か
ら
滅
び
行
く
で
あ
ろ
う
地
球
の
行
く
末
を
見
守
っ
て
み
る
の
も
、

何
だ
か
面
白
そ
う
だ
。
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俺
は
―
―
―
輝
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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（
後
書
き
）

い
か
が
で
し
た
か
？

次
回
夏
の
短
編
祭
り
第
２
弾
は
、
仮
想
戦
国
時
代
で
武
将
達
が
繰
り
広
げ
る
、

ほ
の
ぼ
の
系
関
ヶ
原
ギ
ャ
グ
！
！

「
関
ヶ
原
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
」

で
す
！

お
楽
し
み
に
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

brightness-輝き-
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